
                                                                     

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 だ よ り  第 1 1 号                                                   

大 和 町 立 宮 床 中 学 校 

校  長   大 泉 真 澄  

【住所】大和町宮床字四辻 13番地の 7 

【電話】０２２－３４６－２００６ 

自立・共励・躍進 
令和 6年１月 16日発行 

みなさん，あけましておめでとうございます。令和６年，２０２４年の新春を迎えました。今年の正月は，
晴れた日が多く，例年に比べると気温が高い穏やかな正月となりました。新型コロナウィルスの感染症法上の
扱いが変わったこともあり，家族や親せきが久しぶりにそろって，楽しい穏やかな年末年始を過ごせたのでは
ないかと思います。私は，「生成ＡＩ」に関する本を読み，改めて人工知能の進化が一段階上がったことを実
感しました。機会があれば，まとめたことをお話したいと思います。 

今年の干支は「たつ」です。「たつ」は， 十二支の中では唯一の架空の生き物， 
龍（竜）を意味します。水や海の神としてまつられてきた龍は，竜巻や雷などの自 
然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり，「龍が現れるとめでたいこと 
が起こる」と伝えられてきました。年の始めにあたり，宮床中学校の生徒の皆さん 
にとっても，先生方にとっても，実り多い１年になってほしいと願っています。 
今年は元旦の夕方，石川県能登地方を震源とする地震が発生し，大きな被害をも 

たらしています。また，２日には，羽田空港において，旅客機と海上保安庁機が衝 
突するという事故の一報に驚いた皆さんも多かったことと思います。安全な暮ら

しや事故のない生活について，他人ごとではなく，社会の一員として一人一人が，改めて意識を高めていかな
ければならないと強く感じた冬休みでした。 
さて，１７日間の冬休みが終わり，今日からまとめと新たなスタートを切るための準備を進める３学期の授

業がスタートします。そして，さっそく明日からは私立高校の入学試験が始まります。３年生の皆さんにとっ
ては，何と言っても志望校合格が最大の目標でしょう。部活動は，２月後半ともなれば各種大会や練習試合に
追われる時期に入ります。１・２年生の諸君にとっては，部活動での優勝や入賞が大きな目標になるはずで
す。また，３年生を送る会の成功や生徒会活動の活性化も，皆さんの目標に入っていることでしょう。 
２０２４年のスタートに当たって，皆さんに３つのことを考えてほしいと思います。まず第１に，自分自身

の目標を，もう一度しっかり確認することです。目標は，具体的であればあるほど，実現に近づきます。今年
実現したい目標をより具体化し，そのための方策をしっかり考えてください。第２に，自分が立てたその目標
を実現させるために，精一杯努力するということです。目標がただの絵に描いた餅では困ります。目標は実現
されるためにあるのです。目標の実現は，努力なしにはできません。しっかり取り組みましょう。第３に，心
身の健康を大切にするということです。コロナやインフルエンザなどの感染症予防に努めましょう。冬場は部
活動中のケガも多くなります。受験などをめぐって心配事も多くなり 
ます。心身共に健康に，一日一日をしっかり過ごしていきましょう。 
授業日は，３年生の皆さんは卒業まで４３日，１・２年生の皆さん 

は進級まで５１日となりました。今年も，宮中生一人一人，力を合わ 
せ，「人を大切にする力」「自分の考えを持つ力」「自分を表現する力」 
「チャレンジする力」の４つの力を意識しながら，挑戦こそが成長の 
カギを合い言葉に，最高の宮中を作っていきましょう。 
宮中生一人一人の飛躍を心から期待し，あいさつとします。〔３学期始業式 1/9 校長式辞から〕 

大和町大切にしたい４つの力「人を大切にする力」「自分の考えを持つ力 」「自分を表現する力」「チャレンジする力」 

 

第３学期始業式では，代表生徒が「３学期の抱負」を発表しました。１年代表の S・Tさんは，自身の定
期考査や学校行事への取り組みを振り返るとともに，４月から先輩になる意気込みを発表しました。２学年
代表の S・Mさんは，やらなければいけないことから逃げないことを 3学期の目標に掲げました。学年とし
ては，それぞれが，来年度 3年生となって宮中を引っ張っていくのだという自覚が必要だと述べました。３
学年代表の K・Nさんは，高校進学という人生の大きな分かれ道を目の前に控え，残り少なくなった時間を
力一杯過ごしたい，そして「卒業」というゴール，そしてスター 
トラインへ向かって一瞬一瞬を大切に進んでいきたいと思いを述 
べました。生徒会代表の K・Oさんは，能登半島地震に触れて， 
宮城県も東日本大震災で大きな被害を受け，人ごとではないと感 
じたこと，いつもどおりの生活を送ることができるありがたさを 
考える機会となったと話しました。また，「雪かきボランティア」 
や「3年生を送る会」等の活動を宮中生みんなの力で盛り上げよ 
うと呼び掛けました。 


